






 

 昭和 50 年度に始められた本研究も昭和 52 年度をもって、3 カ年の研究計画

の最終年次を終る事となった。かえりみれば、この部会に属する応募課題も、

各年度毎に増加の一途を辿り、遂に本年度は 42 題の多きにおよんでいる。さて、

初年度、この部会に設けられた大きな 5つの柱について総括すると次の事があ

げられる。進行性筋ジストロフィー症の臨床的研究が、多数の患者の Bed side

で、多年に亘って実施された事のなかから幾つかのユニークな研究成果がみら

れた。そのなかで、本症の生命予後に最も深い関係をもつ、心肺機能障害の研

究は、心電図所見と剖検心との対比、多数例の心筋の病理学的所見、心機図、

UCG などによる新知見など実際日常診療の指針となり、care に還元される成果

がみられ、また、リハビリへの重要な指標とされるようになった事なども、併

せて特筆すべき成果であろう。 


